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降雨なしの３ヶ月の夏。ぶどう栽培家になってから、こんな
気候には覚えがなほどの異例の事態だ。だが、この驚異の
気候は、信じがたい好条件となり、予測外の、思いもよらぬ
最高級ヴィンテージをもたらしてくれたのだった。6月20日
までは連日の大雨に見舞われ、水不足の年の1年分の降雨
量に相当する約750㎜がボルドーを襲った。このような条
件下であったにも関わらず、開花には問題なかった。6月の
最終週になると好天続きとなり、非常に稀なのだが、この天
候はブドウ収穫期まで継続した。7月は天気が良かったもの
の、夜間は冷え込んだ。7月末の太平洋の温度は例年より低
くなった。そして雨は一滴も降らなかった。8月は気温が上
昇し、35℃を超す真夏日も数日記録した。まだ年齢の浅い
若樹には水不足が堪えはじめたものの、粘土質や石灰質の
土壌に植えられたヴィエイユ・ヴィーニュ（古木）は、雨季に
スポンジのように雨水を吸い、乾季に貯蔵水として配給す
る類稀な土壌のお蔭で、まったく動じない様子であった 。 
9月になっても、暑さを伴う夏の陽気が続いた。28℃～30℃
は日常的な気温だった。9月半ばに大規模な夕立の予報があ
り、誰もがやきもきした。しかし白い雲や鉛色の雲の間から
落ちてきたのは、慈悲の雨であった。この降水で土壌にエネ
ルギーが満ちわたり、ぶどう畑に力強さと息吹きをもたらし
た。やがて再び好天となる。タンニンの成熟は緩やかに行わ
れ、グラン・ヴァンのための収穫が10月初旬に開始した。

ローブは光り輝き、ガーネット色に反射。木の香りのノ
ートで始まるアロマは、やがてブラックベリー類（クロイ
チゴ、ミルティーユ）へと変化する。しなやかなアタック
ののち、わずかだがエレガントなタンニンとハーモニー 
を奏でながら展開する。ファイナルは長く、テイスティーなア
ロマが素晴らしい余韻を残す。

メルロ70 ％、カベルネ・フラン15 ％、
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ぶどうの収穫



気候条件

-10

0

10

20

30

40

0

5

10

15

20

25

Janvier Février Mars Avril Mai Juin Juillet Août Septembre Octobre Novembre Décembre

 

 

収穫 
HARVEST

4.10 - 21.10

雨
量

 (C
M

)

平
均

気
温

(°
C)

雨量
Rainfall

平均気温
Average temperatures

例外的に乾燥した夏

EXCEPTIONALLY DRY SUMMER 
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持続可能な

ブドウ畑のために 

アンジェリュスのテロワールは、気候や土壌、貯水量、そしてブドウ樹とそれを手入れする人たちの完璧
なバランスの成果です。このバランスを維持し、ブドウ畑やその環境を永続させ、リソースを最適化し、生
物多様性を促進すること。それが私たちに課された日常的な仕事です。こうした環境への配慮により、環

境にやさしい責任ある農法への取り組みが誕生しました。

土壌に命を吹き込む

カバークロップによる畝の雑草対策。
天然土壌の団粒化菌根菌の促進。
昆虫の空中生活を支える地表の生態的地
位（ニッチ）

樹液の流れを遵守した剪定
病気の予防措置
適切な刈り込み
早い時期の除葉と間引き

個別に対応したお手入れ

パーセルを囲んだ低木や木の植樹
投入剤の制限、害虫の拡散防止
ポリカルチャーの実施

生物多様性の促進　　　　　　　　

Château Angelus    33330 Saint-Émilion
angelus.com


